
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和3年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師を
75％以上にする。

・マイプランの一覧を作成し，校内研修の一
部で紹介し，マイプランを共有する。
・定期的に校内研修のはじめの時間をふり
返りの時間に設定する。

・ ・ ・
◯田上、菊次、太田、永池
（学力向上）

〇児童の学ぶ意欲が高まる授業の実践
（校内研究の充実）

○国語科を中心に授業づくりに関する研修や研究授業を行
い，意識調査において，授業が楽しいと答える児童の割合を
令和元年度より５ポイント上げる。
○授業づくりのステップ１・２・３を意識し，ステップを１から２
へ，２から３へ上げることのできる教師を８０％以上にする。

・事前，事後の研究の充実を図り、児童の興
味・関心を高める授業づくりを探る。
・授業づくりのステップ１・２・３を継続して意識で
きるようセルフチェックタイムを2ヶ月に1度設け
る。

・ ・ ・
◯古閑、菊次、田川
（校内研究）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○命や人権について考える授業や集会を
行い、保護者アンケート「学校は心の教育
や命の大切さなどを熱心に指導している」に
おいて80％を目指す。

・友達の優しい言動を見つけたら葉っぱに記入して
貼っていく「やさしさの木」の取組を年間通して行う。
・９月に「ふれあい道徳」を設定し、保護者も一緒に考
えてもらう場面を設定するなど、参加型の授業づくりを
行う。

・ ・ ・
◯小柳、中原、中島
（豊かな心）

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○年2回(5月、10月）、心のアンケートを
実施し、「学校が楽しい」と答える児童の
割合で80％を目指す。

・困り感や侵害意識のある児童を把握し、
早期発見、早期解決を図る。
・教育相談週間を設け、児童一人ひとりの
思いを受け止める。

・ ・ ・
◯白石、山口知
（豊かな心）

◎目標達成に向けて努力しようとする態
度の育成

◎「一事貫行」に意識して取り組むこと
ができる児童を80％以上にする。

・1年間毎日続けて取り組むめあてを全児童に決めさ
せ、振り返る習慣をつけて、自分のめあてを日々意識
させる。
・取り組み続けている児童を紹介する場を設け、取り
組みが続かない子へも声かけを行っていく。

・ ・ ・
◯山口千、野田（豊かな
心）

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒
80％以上
●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒80％以上

・車による送迎を控えるように保護者に呼び
かけ、登下校による歩行時間を確保する。
・休み時間の外遊びを促すために、県のス
ポーツチャレンジを活用する。学校独自の
「鹿島っ子チャレンジ」の取り組みで表彰を
するなど、児童の意欲を引き出す。
・給食センターから講師を招き、食育指導を
する。
・給食集会を開き、児童が食を大切に考え
る場を作る（食に関するアンケート2回実
施）。

・ ・ ・

◯富永、今村、中原、有森
（体づくり）

○よりよい生活習慣を求める児童の育
成
　・生活リズム　　・挨拶
　・掃除　　　　　　・廊下歩行
　

○生活習慣の改善が見られる児童65％。
○語先後礼の挨拶や元気な返事ができる児童
80％以上。
〇無言掃除ができる児童85％以上。
〇静かに廊下で過ごせる児童80％以上。

・「早寝・早起き・朝食・メディア・家庭学習」について学期に一度100
点運動を行い、生活リズムの改善を意識させる。
・全校朝会等で、今月の生活反省や実践的指導を行うことで実践へ
の意識付けを行う。
・全校挙げての挨拶運動を行い、その振り返りを自己評価させること
で、自ら気持ちの良い挨拶への実践意欲を高める。

・ ・ ・ ◯山口知、富永、藤家
（体づくり）
〇花島　北原　森永
（生活指導）

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・ ・ ・
◯教頭、田川

◯学校行事の精選と会議の効率化 ◯教育的価値の費用対効果の低い行
事の削減と会議の削減。

・ ・ ・
◯教頭、田川

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域と連携した教育活動

○地域・保護者と学校の連携・協働 〇地域人材（保護者を含む）をゲストティーチャーとし
て授業に生かし、体験学習や環境学習等の充実を目
指す（学年２回以上）。
〇地域から支援を得ることによって子どもの生きる力
の育成、学力向上など学校課題を改善する。

・年間指導計画の見直しを行い、効果的な地域
人材を活用した授業を行う。
・地域への発信・要請を行い、学力向上サポー
ターを募集し、週２回放課後学習会を行う。

・ ・ ・
◯教頭、田川、蕪尻

○安心・安全な学校づくり

〇危機管理意識の高揚 ○危機管理マニュアルの周知徹底及び施設設備や教
育活動の安全チェックを定期的に実施する。
〇児童の交通事故０をめざす。
〇避難訓練及びその事前指導等を通して児童に危機
回避能力を身に付けさせる。

・年３回の避難訓練等の安全指導を強化し、教職員間の危機管理マ
ニュアルを共通理解する。
・防犯ボランティア、警察署、交通指導員との連携を強化し、情報を
共有することで児童の安全を確保する。
・登校の自己評価及び定期的な集団下校を実施することで、交通安
全への実践的態度を養う。

・ ・ ・
◯蕪尻、梶山、倉冨、馬場
（生活指導）

○特別支援教育の充実

〇個に応じた指導、支援の充実 ○個別の教育支援計画・指導計画、支援シート
の作成100％。
〇特別支援教育に関する専門性の向上。
〇情報共有を定期的に行う（月１回）。

・個別の教育支援計画・指導計画、支援シートの作成のための研修を行う。作成す

る期間を決めて取り組む。

・年３回、特別支援教育に関わる研修会を実施し理解を深める。

・校内支援委員会を中心に、連絡会や学級経営会議等でも定期的に情報共有の機

会を設ける。連絡会では、テーマを決めて行う。

・ ・ ・ ◯山口千、野田
（特別支援コーディネー
ター）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

・定時退勤日の設定（毎週水曜日）及び確実な
実施（会議等は16：45に終了する）。
・教職員の時間外勤務について1ヶ月あたり前
年度比3％削減する。
・会議資料の事前配付と提案時間の設定。
・業務の重複、無駄を省き、前年比５％の行事
と会議・積極的な未然防止指導と保護者への確
実な説明等、迅速かつ組織的な対応。

学校名 鹿島市立鹿島小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・授業改善について共通理解を行い、職員それぞれがマイプランを作成し、努めてきた。また、「授業づくりステップ１・２・３」を意識した授業が行われるようになってきた。

・「キャリアパスポート」「一事貫行」において年度初めに目標を立て、継続した取組を実践させることができた。年度末には振り返りを行い、多くの児童が目標を達成することができていた。

・生活習慣のリズムが取れていない児童が見られ、特にメディア利用の項目については、高学年ほど低い傾向が見られた。「生活リズム100点運動」の実施により改善されつつある。

・定時退勤日の設定、会議の時間厳守、行事精選等の業務改善を実施し、時間外勤務の削減を行うことができた。

２　学校教育目標 いのち輝く　鹿島っ子の育成～キラ、ニコ、ドンの鹿島っ子～

３　本年度の重点目標 ①学力の向上　　②特別支援教育の充実　　③心の教育・生徒指導の充実　　④体力の向上　　⑤校内研修の推進　　⑥新しい学習指導への対応


